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独占資本主義と恐慌 (467) 41 
占資本に雇用される労働者の労働諸条件と非独占部門とくに零細企業の労働者
の労働諸条件の格差をもたらし，労働者相互間の分裂要因ともなるのである。
次に流通過程においては，原材料，半製品を独占企業に供給する下請的部門
(農業主含む〕は， 購買過程における独占のもつ優位性によって9 その供給価格
をきわめて不利なものにされ，価値以下におし下げられる。それにたいして独
占企業は，販売過程でその市場支配力を利用して非独占部門あるいは直接的消
費者大衆に価値以上の価格で販売する。すなわち独占的超過利i闘を獲得するの
であるo
上述したように生産過程，および流通過程を通して行なわれる収奪関係は，
産業諸部門間，個別資本聞の不均等発展を激成するとともに，独占的諸部門の
生産力の発展と大衆〈労働者・農民・中小業者〉の消費購買力の停慣との闘の背離
を極度にまで拡大する。しかも企業間信用の拡大は，架空の購売力を創り出す。
固定資木投下の周期的低下左左もに生産主消費の矛盾が露呈し，企業収益が激
減することによって信用の収縮とともに一挙に恐慌となって爆発するのである。
このような諸矛盾はまた国際的な不均等発展のもたらす諸矛盾と絡みあって
進行する。すなわち，先進資本主義諸国相互間の通商戦の激化とともに，原料
資源の供給地のみならず，過剰資本，過剰商品のはけ口の場としての後進国・
植民地をめぐって，苛烈な闘争が行なわれることとなる。しかもこのことは，
逆に後進諸国の内部に反作用をひき起し，激しい民族主義的抵抗運動をもたら
すのである。第一次世界大戦は帝国主義諸国によ吾領土再分割闘争の必然的帰
結であり，新たに世界の一部に社会主義体制を現実化することによって，資本
主義はいわゆる体制的危機へと突入することになった。 1930年代における慢性
的大量失業と過剰設備能力の問題は，このような世界的規模での諸矛盾の累積
の結果であり，その背後に一般的危機り深化があったのである。
従っ ζ独占段階においては，独占資本はその企業の組織形態を通して，一面
では恐慌町発現を阻止緩和するかにみえるが，独占による潜在的過剰資本の形
成を助長し，商品輸出とともに資本輸出の増大を必然化するU すなわち，この
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ことによって，世界経済の変動過程での国際金融的連関を深める乙とになり，
基軸的王要諸国の経済変動を他の諸国に連鎖反応的に波及させる構造を，一段
と密接に形成する己ととなるのである。独占の形成によって，産業資本主義段
階より逢かに複雑な絡みあいをもって，資本主義の内在的諸矛盾が世界的規模
で拡大，展開される要因が育くまれ，深刻な激発(とくに圏内的には非独占部門，
困際的には後進諸国において〕の諸条件が成熟するのである。 1929年の史上未曽
有のん恐慌の発生は，単なる偶発的なものではなく，独占資本の蓄積機構に根
ざすものであり，歴史的必然性があったのである。
